
D-PRO135°ってなに？
WHAT IS THE D-PRO135°？

2015年、防災士資格を持つ学生によりD-PRO135°（明石高
専防災団）が誕生しました。発足から現在まで幅広い活動を実施し、
本年度は地域連携とゲーム開発を主な活動としています。
2019年現在では31名の学生が所属しており、地域の防災活動へ

の貢献や学内での防災意識の向上に努めています。f

D-PRO135°[明石高専防災団]
@135_d_pro

明石高専防災団
Facebook.com/d.pro135.e

RESQ体験会 in 魚住

明石高専のある魚住町で、D-PROとしては初の交流となりま
した。明石市魚住まちづくり協会と協力して、学生が開発した
防災ボードゲーム「RESQ」を魚住のこどもたちに体験してもらう
機会を設けました。この活動では「RESQ」について多くの意見
をいただき、今後の活動の参考になりました。

高専祭展示

11月末に開催される高専祭(学際)では、D-PROの展示を行
い、一般の方々に活動を知ってもらうことができました。RESQ体
験ブースでは家族で楽しんでいただくことが多く、幅広い層の意見
や感想が集まりました。
また同時に、北海道胆振東部地震の募金活動も行いました。

東二見減災まちづくり

今年度は、昨年度取り付けた感震ブレーカーの不具合等の
問題解決に、企業と協力して取り組みました。
他にも、「防災寺子屋」という子供世代に向けたイベント

を開催し、D-PROの活動をさらに広めることができました。

主にRESQ体験会をツールとする、地域全体の防災意識の向上への貢献
D-PRO135°を経由した防災ネットワークづくり
（魚住、二見、江井島etc.)
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活動報告

今後の活動

明石地域の防災意識の向上

東二見地蔵町での活動

「防災寺子屋」の改善、定期的かつ継続的な開催
祭り等の行事でブース出展参加
二見小学校の特別授業でRESQを実施


